万葉集に 現れた 古代 信仰と いふ 題です が、 問題が 広 過 

ぎて、 とりとめ もない 話に なリ さう です。 それで 極め 

て 狭く 限って、 只今 はた まに 関して 話して みます。 

玉と いへば、 光り か V やく 美しい 装飾 具と しての、 鉱 

石の 類 をお 考 へになる でせ う。 又、 万葉集で 「玉 何」 

と 修飾の 言葉と してついて ゐ るの は、 その美し さ を 讚 

美した 言葉 だ、 とお 考 へになる でせ うが、 多くの場合、 

それ は 昔からの 学者の 間違 ひの 伝承です。 

我々 が、 神道の 認識 を 改めねば ならない 時に 当って、 

それと 関係の 深い たまにつ いての 考察に、 一 つの 別の 

立場 を 作る の も、 思索 上の よい 稽古に なると 思 ひます。 



万葉集に、 

n ガタ 

むらさきの 粉滷の 海に かづく 鳥。 玉 かづきい 

でば、 わが 玉に せむ (三 八 七 〇) 

とい ふ 歌が あります。 おなじ 万葉集で も 「寄 物陳 思」 

の 歌 は、 概してつ まらない 歌が 多い ものです が、 これ 

な ども 文学的に 言 へ ば 、 大き に 失望 させられる 歌です。 

併し、 昔の 歌 は 文学的な 動機で 作った 〔# 「作った」 は 

底本で は 「作った 匕 ものが 少 くて、 もっと 外の 動機 —— 

ひっくるめて 言へば、 信仰的な 動機 —— で 作って ゐる 



のです。 此 歌の 意味 は 「粉滷 の 海に もぐって、 餌 を あ 

さって ゐる鳥 —— その 鳥が、 潜って 玉 を 取り出して 来 

たら、 おれ は、 その 玉 を 自分の 玉に しょうよ」 とい ふ 

ので、 誰が 見ても、 すぐ 何 かもつと 奥の 方の 意味が あ 

り 相な 気がします。 まづ極 平凡に 考 へて みても、 古代 

人 の 饗宴 の 歌 だ と 言 ふ こと は 思 ひ 浮び ま す。 

年齢 も、 身分 もまち/ \ でせ うが、 およそ 同じ 程度の 

知識 を 持った 同時代の 人々 が 集って、 饗宴 をして ゐる 

とい ふやうな 場合です。 その 席で 歌 はれる 歌 は、 列席 

の 人々 の 知識で、 解決 出来る もので なければ ならない 

のです。 併し、 昔の 人に 訣 つた 歌 だからといって、 今 



り 場所 をつ きとめる 能力 を 持って をり、 又 霊魂の 在リ 

所 を 始終 探しても ゐ ます。 日本人 は 霊魂 をた まとい ひ、 

たまし ひ は その 作用 をい ふので す。 そして 又、 その 霊 

魂の 入るべき もの を も、 たまと いふ 同じ ことばで 表し 

てゐ たのです。 

凡 信仰に 無関心な 人々 も、 装身具の 玉 は、 信仰と 多少 

の 関係 を 持って ゐ ると 考 へて ゐ ますが、 はっきりと は 

考 へて ゐ ません。 昔の 人 は、 其 を 密接に 考 へて ゐ まし 

た。 即、 尊いた ま (霊) が 身に 這 入らなければ、 その 

人 は、 力強い 機能 を 発揮す る 事 は 出来ない と 信じて ゐ 

ました。 だから 威力 ある 霊魂が、 其 身に 内在す る 事が、 



姿に 見える、 とい ふ 二つ を 掛けた、 しゃれた 呼び名 だ 

つたので す。 それと 同じ 事で、 さう 見える と 言へば、 

なる 程と、 人間の 雷同 性が これ を 信じる やうに なって 

イソ ザキ 

来ます。 名高い 大洗 磯前の 神が、 或 朝、 忽然と 海岸に 

カム カタ イシ 

現れた 大汝. 少彦 名の 神 像 石であった こと は、 斉衡三 

年 十二月の 出来事で 御存じの 害です。 

ナカ ャド 

日本の 信仰で は、 霊魂が 人間の 体に 入る 前に、 中 宿と 

して 色々 な 物質に 寓 ると 考 へられて ゐ ます。 其 代表的 

な もの は 石で、 その 中で、 皆の 人が 承認す るの は、 神 

の 姿に 似て ゐる とか、 特殊な 美し さ • 色彩 • 形状 を 具 



のが 沢山あります。 かう 言 ふこと も 知らなければ、 古 

い 詞章の 意義 は訣ら ない のです。 

あ も 刀自 も 玉に もが もや。 戴きて、 み づらの 

中に、 あへ 巻か まく も (四 三 七 七) 

おつか さんが 玉であって くれ、 ばよ い。 

それ をと つてお いて、 何時も 頭の みづら 

の 中に 交へ て 纏 かう やうに、 玉であって 

くれ ゝば よい。 

ックヒ ァ モシ、 

月日 夜 は 過ぐ は 行け ども、 母 父が 玉の 姿 は、 

わすれせ な ふ も (四 三 七 八) 



ちて、 恋 ひざら まし を (四 三 六) 

人の 評判が うるさい 此頃 だ。 あの 愛人が 

玉 だったら、 人目に つかない 様に 手に 纏 

きつけて おいて、 常に 離さないで 暮 して、 

こんなに こがれないで 居られた らうのに 



この 歌 は、 表現が 二つに 別れて、 気の 多い 言 ひ 方 をし 

てゐ ます。 五 句が 「手に まき もちて あらむ と 思 ふ」 と 

単純に あるべき のが、 まう 一 つ 別な 方に 進んで、 「恋 ひ 

ざら まし を」 とい ふ 風に、 結んで ゐる。 かう した 表現 



沖つ 波 来 寄る 荒巌を しきた への 枕と まきて、 

寝せ る 君 かも (ニニ 二、 柿 本人 麻呂) 

沖の 方の 波が 来 寄せる 所の、 岸の 荒い 岩 

石 を、 枕の 如く 枕して、 寝て いらっしゃ 

る あなたよ。 

死者の 霊の 荒び を 和める 為に、 慰撫した 歌です が、 ま 

う 一 つ、 大伴坂 上郎女 —— 家 持の 叔母 II の 作った 歌 

とっき 合せて 考 へて みると、 我々 が 既に 忘却し 去った、 

ある 事が 考 へられます。 



タマ ヌシ 

玉 主に 玉 はさ づけて、 かつぐ も 枕と 我 は、 

いざ 二人ね む (六 五 二) 

これ は、 自分の 娘 を 嫁に やった 母の 気持ち を 詠んで ゐ 

るので す。 「かつぐ」 とい ふ 言葉が、 二人 寝る とい ふ 

条件 を、 完全に は 具備して ゐ ない 事 を 示して ゐ るので 

す。 つまり、 枕と 自分と だけで は、 やっと 形 だけ 二人 

寝る とい ふ 事になる ので、 もっと 何 か 特別な 条件が つ 

かないと、 完全な 二人 寝で はない のです。 たまの 本来 

の 持主に たま を 授けた、 保管 せらるべき 所に かへ つた、 

とい ふの が 「玉 主にた ま は 授けて」 とい ふ 事な のです 



荒波に より 来る 玉 を 枕に 置き、 吾 こ、 なりと、 

誰か 告げな む (ニニ 六、 丹 比 真人 某) 

これ は、 人 麻 呂の思 ひに 擬 して 作った ものと 伝へ てゐ 

ます。 枕べ に 玉 をお かずに 寝て ゐ るので は、 旅の 死者 

と 言 ふ 事になる から、 「玉 を 枕に おき」 とい ふ 風に、 条 

件 を 具備し てゐる やう に 言 つたので す。 具備 は して ゐ 

るが、 其 は 海辺の 荒 床 だ。 其処で 行き 仆れて 寝て ゐる 

こと を、 誰が 彼女に 告げたら うか、 とい ふので す。 

私ら の、 そこで 行 きづ まる 事 は、 枕に 這 入って ゐる霊 

魂と、 人間が 生きて ゐる 上に 持って ゐ なければ ならぬ 



霊魂と は、 同じ もの かどう か、 とい ふ 事です。 此 まで 

は、 別の ものと 考 へて ゐ ました。 それ は、 神事 を 行 ふ 

時、 霊的な 枕 をす ると、 たまが 体に 這 入って 来て、 神 

秘なカ を 発揮して 来ます。 だから、 その 神事の 時の た 

まと、 平生、 身体に あるた まと は 別 だと 考 へて ゐ たの 

です。 併し、 枕の たまと 人間の 霊魂と は、 深い関係に 

あるら しい 事が、 前の 歌々 を 見る と考 へられて 来ます _ 

さうな ると、 この 点 はま だ、 私に も 疑問と して 残る こ 

とになる のです。 

とにかく、 かう いふ 風に、 神の 霊. 人の 霊. 旅行 中の 

霊魂と、 霊魂 を考 へて 行けば、 いろんな 古代の 信仰 問 
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